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活 動 名 内   容 他の組織 外部環境適応活動
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２ 排水管の水面下への設置 表２の（６）と同じ 水路課 物的環境適応活動
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（５）観光課における組織活動
 観光課は主に観光客からの「案内情報の不足」12という不満に対して、親水拠点や歴史的資源・
観光名所への案内・誘導サインの充実活動に力を入れている。特に近年個人旅行が増えた現象
に適応してネットワークの強化活動を行っている。同時に、生涯学習課と共同して親水拠点や
歴史的資源、観光名所を結ぶサイクリングやまちあるきルートなどを検討する活動も行ってい
る。観光課は主に観光客の要求、意識および行動などの人的環境に適応し、その機能を果たし
ている。
むすびに
 本稿では、経営組織論の観点から組織活動における環境適応機能を用いて、柳川市の観光資
源である掘割に対して、環境行政組織の開発活動の事例を中心に分析した。その特徴は次の通
りである。
① 市では観光まちづくり活動に対して、5つの部署、計12の行政組織が関わっている。掘割
開発には水路課、まちづくり課、生涯学習課、生活課環境課及び観光課が重要な役割を果
たしている。
② 水路課と生涯学習課は社会的環境適応機能をより多く果たしている。まちづくり課と生活
環境課は物的環境適応機能をより多く遂行している。観光課は観光客の要求、行動などの
人的環境を適応し、活動を行っている。
③ 現在、掘割開発活動においては、主に水量・水路の確保、水質の向上を中心に行っている
が、掘割に架かっているいくつかの橋に対して、それぞれの特徴を如何に強調するかが今
後の課題となるだろう。
 本稿は、柳川市の事例を一つのモデルとして取り上げた。市の行政組織は掘割開発活動を遂
行する過程で、環境適応機能が果されたと思う。その成果は、今後柳川市の観光客減少傾向に
歯止めをかける主な要因の一つであることと期待する。
 最後に、本稿は愛知大学経営総合科学研究所の「観光まちづくり」に関する共同研究の成果
に基づいている。視察に際して、柳川市観光課の職員の方々から貴重なお話を拝聴いたしまし
た。また、共同研究代表者の愛知大学経営学部教授神頭広好先生には本稿の掲載の機会を与え
ていただき厚く感謝いたします。
 
12  柳川市建設部観光課、前掲書、25頁。 
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